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into Dance: Isadora Duncan in America(2002)、フレドリカ・ブレアの Isadora: Portrait of 
the Artist as a Woman(1986)、リリアン・ローウェンサルの The Search for Isadora 



































第三章 ロシア（モスクワ）の学校  
第三部   ダンカン舞踊の継承と発展―イザドラブルズの各々の活動― 
第一章 マーゴとエリカの人生の軌跡 
第二章 リザ・ダンカン（本名：エリザベート・ミルカー,1898-1976） 
第三章 テレサ・ダンカン（本名：テレサ・クルーガー, 1895-1987） 
第四章 アナ・ダンカン（本名：アナ・デンズラー, 1894-1980） 



















































































































































































































第一章ではイザドラの 6 人の愛弟子の内のマーゴとエリカについて考察した。2 人は 6
人のイザドラの愛弟子「イザドラブルズ」の一員であったが、マーゴは 25歳の若さで病没
し、エリカは画家ウィノルド・ライスとの出会いから画家の道に進んだことから、最終的
にダンカン舞踊を継承するには至らなかった。そのため彼女たちに関する情報は限られて
おり、詳細については不明な点が多い。エリカはイザドラの一連の教育の過程において、
公演で訪れた世界各地の美術館で多くの事を学んだと新聞記事に掲載されたインタヴュー
で語り、イザドラの教育を賛美している。エリカの絵画作品は、現在聖バージッタ教会に
所蔵されていることがわかった。 
第二章では、イザドラの愛弟子の 1 人でありイザドラ亡き後、最終的にはフランスでダ
ンカン舞踊の継承、指導にあたったリザ・ダンカンについて考察した。 
リザの公演プログラムと学校案内から、舞踊学校は当時シャンゼリゼ劇場の小劇場の一
角を皮切りに、スタジオを次々と移転していることが判明した。ドキュメンタリーDVD、
Mayaの中でモーリス・ベジャール本人がリザの最後の学校で学んでいたことを語っており、
リザを通してダンカン舞踊を学んだベジャールは、後にマイヤ・プリセツカヤのために『イ
ザドラ』という題名の舞踊を創作した。当時の公演プログラムからリザがどのような作品
を踊っていたのかを調査した結果、イザドラがドビュッシーの曲を踊ることを認めなかっ
たにも拘らず、リザはドビュッシーの曲『金色の魚』、『牧神の午後への前奏曲』、『デルフ
ィの舞姫』を踊っていた。これは一見イザドラの教えに反しているような印象を受けるが、
リザがパンフレットに残した言葉によると、イザドラへの尊敬の念は薄れていなかったよ
うである。また、リザは公演でダンカン舞踊の伝統的なギリシア風チュニックだけでなく、
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作品によっては斬新な衣装を身に付けて踊ったり、タンゴや他の作品を男性と共に踊って
いたことがわかった。リザはダンカン舞踊の継承者であったが、イザドラの教えに自らの
新味を加え、独自のダンカン舞踊のスタイルを確立したといえる。 
第三章では、イザドラから独立後、アメリカで公演・教育活動を行ったテレサについて
考察した。 
1921 年イザドラのロシア行きに随行することなく、結婚後、自身のソロ活動を開始した
テレサは、独自の公演グループ「ヘリコニアデス」を結成し、彼女達と共に公演活動を行
っている。当時の公演プログラムから、リザ同様、音楽に関してはドビュシーをはじめイ
ザドラが使用することのなかった曲に振付を行い、舞踊における音楽の使用範囲の拡大に
挑戦していたことが明らかとなった。テレサの学校のパンフレットによると、彼女の学校
では、舞踊だけではなく、音楽、絵画、詩、劇作法、彫刻、ドラマ、建築と幅広い分野を
学ぶ機会を与えているが、生徒に対する厳格な規約と規則を設けていた。テレサはイザド
ラを高く称賛していたが、彼女の舞踊を言葉で教えることの困難さも同時に表明していた。
当時の新聞記事から、テレサはイザドラブルズの中で最も長寿で、最晩年まで舞台に立ち
続けていたことを検証することができた。 
第四章はイザドラから独立後、アメリカで独自の公演・教育活動を行ったアナに焦点を
あてた。 
アナは当時の新聞記事や公演プログラムから、1926 年にソロ公演を行い、２年後には 2
万人ほど収容できるルイソン・スタジアムで自身の生徒と共に公演を行っていることが判
明した。末裔所蔵の公演プログラムからは、1942年にマサチューセッツ州のジェイコブズ・
ピローでデニショーンと共に共演していることが明らかとなった。アナは、舞踊家として
だけでなく、女優として演劇や映画にも出演し幅広く活動した。アナに直接学んだ生徒の
インタヴューから、アナはカーネギーホールの一角で指導にあたっていたこと、現存する
資料からは、クラスはイザドラのみならずスタニスラフスキーの概念も包含していたこと
が判明した。当時の公演パンフレットから、ニューヨークの知識人や芸術界で活躍してい
た錚々たる人物がアナの公演活動を後援していたことが明らかになり、当時の新聞記事か
ら、アナの公演は高く評価され大好評であったことが確認できた。 
第五章では、イザドラのロシア行きに唯一随行したイルマの舞踊教育と公演活動につい
て考察した。アメリカに移住するまでのイルマの活動については、既に第二部ロシアの学
校で記述したので、本章では、アメリカに移住してからのイルマの舞踊教育と公演活動に
焦点を当てた。 
1928 年の年末、モスクワの学校の生徒と共にニューヨークで行った公演は、当時の新聞
批評記事から、高い評価であったことがわかった。また、これまでは注目されていなかっ
たが、イルマはアメリカでの公演の後、生徒達と共にパリで公演を行っていたことがわか
った。このパリ公演のプログラムには、イザドラの舞踊学校が存続する意義、さらには、
イルマがダンカン舞踊の継承者として最も重要な人物であることが表明されていた。パリ
公演以後、再びアメリカに戻ったイルマは、興行主ソル・ヒューロックとの契約問題やモ
スクワの生徒たちの強制送還など様々な困難に直面するが、後にアメリカ人ダンサーとの
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公演を行い、自身の舞踊教育を継続することができた。1933 年、イザドラのアメリカ公演
の指揮者を担当していたダムロッシュからの提案で、生前のイザドラの念願であったベー
トーヴェンの『第九交響曲』の踊りを実現することができた。また本章では、この公演が
どのようなものであったかについて、現存するメモ、舞台スケッチ、公演パンフレット等
から克明に明らかにした。さらにイルマの舞踊学校に関しては、当時の新聞記事や学校案
内から、学校の目的、タイム・スケジュールについて考察し、実際学んだ生徒へのインタ
ヴューからイルマが教師として優れていた点を確認することができた。 
第六章では、最終的にダンカン舞踊を継承するに至った 4 人のイザドラブルズたちの功
績について整理し、継承図を提示した。 
リザはフランスで、テレサ、アナ、イルマはアメリカでダンカン舞踊の教育に携わった。
彼女たちは、ドイツの学校で幼少期からイザドラに学んだが、独立後は各々が独自の特徴
と個性を持ち、各々のスタイルでダンカン舞踊を生徒たちに伝承した。この 4 人の尽力に
より、今世紀においてもダンカン舞踊が存続していることを考えると、彼女たちのダンカ
ン舞踊継承への貢献は意義深い。 
最後に、これまでの研究成果と筆者が直接行った関係者のインタヴューからダンカン舞
踊の継承図を作成し提示したが、この継承図から、イルマとアナに学んだ生徒の中から次
世代を担うダンカン舞踊の教師が数多く輩出されていることが明らかとなった。 
 
本研究は、イザドラ・ダンカンと彼女の愛弟子に関する多方面からの一次史料、インタ
ヴュー、新聞記事等を可能な限り詳細に調査することにより、今まで明らかにされること
のなかったイザドラの舞踊の形成過程と確立、とりわけ舞踊を芸術の領域に高める過程、
そして彼女の理想とする無償で寄宿制の舞踊学校の創設と自身の舞踊精神を伝える教育、
さらに彼女の学校から輩出された愛弟子達の活動について、それらの全てを包括的に明白
にすることができた。 
以上のことから、イザドラがその生涯において遺した功績を明示し、先行研究の誤りを
正すと同時に新たなイザドラ像を明らかにした本研究の成果は、今後の舞踊研究の発展に
寄与するものと考える。 
